
小倉北区小学校 PTA連合会 

学校名 ： 小倉中央小学校 

 

事業名称 ： 小倉中央小学校の歌をつくりたい 

【 ハード 事業 】 

実施日時 ： 令和元年５月～令和 3年 11月（お披露目） 

協 力  者 ： 冨永裕輔氏  

事 業  費 ： ５５万円  （楽曲、楽譜作成、お披露目ライブ費用、交通費含む） 

◇実施の背景と目的  

   令和２年１１月の創立 30 周年のため令和元年 5 月に 30 周年プロジェクトを立ち上げた。 

メインイベントは子どもたちの希望で学校の歌を作成することとなった。そこで北九州

市出身の冨永裕輔氏に協力を仰ぎプロジェクトに参加してもらうこととなった。令和元年

当時の５，６年生が歌詞のもととなるキーワードを考え、冨永氏がそれをまとめ、楽曲を

作るという中央小児童とのコラボレーションで楽曲づくりが始まった。 

   令和 2 年 9 月に楽曲「テンダネス」は完成したもののコロナで創立記念イベントは 1 年

延期、それに伴い楽曲は令和 3 年 11 月 13 日創立３０+１周年記念イベントの日にお披露

目された。 

◇事業の効果 

   子どもたちに作詞のパートを受け持たせることにより、自分の学校のことをより深く研

究したり、興味を持つ子どもたちが増えた。 また、学校の歌があることにより卒業して

も小倉中央小学校の思い出の一つとして思い出されるようになった。 

         また、冨永氏が常に言い続けている「夢を実現させるには、あきらめないことが大切」

という言葉に刺激を受けた子どもが数多くいたのが喜ばしかった。 

◇事業写真 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇事業を振り返って 

楽曲ができたのにお披露目をコロナのために見ることができなかった作詞に携わった令和 2

年度の卒業生のために冨永裕輔氏が特別メッセージを送ってきてくれてそれをもとに DVD を

作成し、卒業式で披露し、卒業記念品として贈った。 

何もできなかったコロナ禍でみんなの思いが形となった中央小学校の歌「テンダネス」が生

まれてきたことは小倉中央小学校の児童たちにとっても心に残ることだったと思う。 

唯一残念なことは歌詞があまりにも小倉中央小学校に特化しすぎていてカラオケ楽曲に採用

されなかったことだ。 カラオケで採用されれば卒業生はどこでも歌えることになるのだが。 

 もっとも冨永氏はコンサート等で結構歌ってくれているので、今後は歌詞を少し検討し、子

どもたちのためにカラオケ楽曲採用を実現したい。 

 

テンダネス歌動画 ⇒  https://youtu.be/VvSwvtjKNkA?t=2365 

 

 


